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 要 旨   

目的：医療機関利用頻度と飲酒量との関連について、米国全土の高齢者を対象に検討した報

告はない。本研究は、このギャップを埋めるために、米国の高齢者における医療利用の様々

な側面が飲酒とどのように関連しているかを明らかにすることを目的とした。 

 

方法：2006年から 2016年のNational Health and Interview Surveyに参加した 65歳以上

の高齢者 138,676人（女性：56.9%）の横断的パネルデータのうち、全変数のデータが揃う

106,511 人を対象に、全体および人種・民族グループごとに分析した。飲酒歴は質問票によ

って調査を行い、「生涯禁酒」、「過去飲酒（過去 1年間飲酒なし）」、「現在の機会飲酒」、「現

在の適量飲酒（男性；3-14 杯/週、女性；3-7 杯/週）」、「現在の多量飲酒（男性；14 杯/週以

上、女性；7杯以上/週」に分類した。飲酒歴の各カテゴリーと、人口統計学的変数（性、人

種、学歴、配偶者の有無、喫煙習慣）、医療関係者との相談、医療機関への受診、救急外来 

(ER)/救急科 (ED)受診との関連は多項ロジスティック回帰分析を行った。 

 

結果：飲酒歴に関して、対象者（平均年齢 74.1歳、標準偏差; 0.04）の約 70％は生涯で飲酒

経験があり、15.8％が現在適量または多量飲酒者であった。調整済み多項ロジスティック回

帰の結果、生涯で飲酒経験者は、生涯禁酒者よりも最近の医療関係者との相談回数と医療機

関受診が多かった（現在の多量飲酒者は含まれない）。性、人種、学歴、配偶者の有無、喫煙

歴調整後、過去飲酒者は ER/ED 受診回数が多かったが（相対リスク比 (RRR): 1.08, 

p=0.043）、現在の機会飲酒または適量飲酒者は生涯禁酒者よりも ER/ED受診回数が少なか

った。飲酒と喫煙の併用に関しては、生涯禁酒者よりも時々または毎日喫煙する者は、現在

の機会飲酒・適量飲酒・多量飲酒者である可能性が高いことが明らかになった。 

 

結論：飲酒歴のある高齢者は、生涯禁酒者よりも最近医療機関を受診した回数が多く、診察

回数も多い（ただし、適量または多量飲酒者除く）。しかし救急外来受診回数は少なく、飲酒

量の増加に伴い、診察を受けていない可能性があるため、注意が必要である。  


